









また近年に至って全国的な視野のもとで民家史を再締築 戸数50(内訳は高符48，無高2)，人口は男134人， !;c122 
しようとする試みも行われている 1 。近畿地方では四間 人山家2人という村規模であった。
取りの分布や.煉丹塑の組型に関するA考察など，精鰍な 当村には元禄3年(1690)作成の「摂州川辺郡木津村
研究が進められている 2 。しかし現存する遺構に基づく 午年人別帳J' が残されている。これは世都主別に石tC~
身銭には一定の限界がある。その大きな班出のひとつは と田畑の面積のほかに.屋敷地の面積，家屋の種類と軒
民家に階層jをが存在することである。 数.家族と使用人の人数など住まいにかかわる情報を苫






















(8) 6石以下. I {j前後までの石高で，下人はあまり
2 江戸時代前期における いないが、t~数は家畜をもっており.小規筏ながら臼
領津国川辺郡木津村の住宅事情 立した農業を営なむ一般段民の住まい。




屋量生地面積 家 雇 構 成 家族人数下人人数涙畜 石高
備 ~ 
(畝歩} 本家偲凶長昆蔵量存陸土尿小家合計 男女 3号車; (石)
次郎右術門 13.04 l 3 6 2 2 1 5 牛1 47.879 庄庄+屋屋独身綬者下人夫8人婦問属、 下人1i3家族
文省衛門 9.05 2 4 4 1 4 3 牛l 41.023 はすべて独身者
さ兵衛 2.14 1 2 5 3 2 3 2 牛1 14.990 年寄下人は l家族
五太夫 7.04 3 2 3 2 2 牛1 21.601 
A 市郎右衛門 7.25 3 5 3 牛 l 17.910 下人は独身者
庄兵衛 1.24 l 3 3 3 1 1 12.130 
治1e.衛門 305 3 3 4 牛 l 6.075 
源兵衛 1.18 2 牛 l 2.209 
仁 右衛門 8.01 2 2 2 4 3 牛1 4.288 三世代同居
滑 左 衛門 1.11 2 3 5 3 牛 l 2.852 
文左衛門 8.07 l 3 4 3 4 3 牛1 8.896 年下寄人は三I家世脹代悶+居独身者 l人
五郎謝門 2.12 l 2 4 2 6.563 
次郎兵衛 2.17 2 2 4 牛1 6，272 
孫-o衛門 4.10 1 2 2 2 牛l 5.955 
市兵衛 1.16 2 4 3 5.485 
占布衛門 3.00 2 1 2 牛 l 4.299 
太右衛門 28 1 2 1 3 牛 l 3，868 
伊(j衛門 4.23 l 2 3 6 l 3.743 
次郎左衛門 1.00 2 3 3 馬 l 3，526 
作兵衛 3.00 2 5 3 牛 l 3.315 
B 半-o衛門 3.17 2 4 4 2.905 弟家接同居
安右衛門 3.15 2 4 4 牛l 2ω8 
五郎左衛門 2.03 l l 2 1 3 2，646 
弥 右 衛門 1.00 2 1 1 2.560 
利兵衛 3.29 2 3 1 牛 l 2.366 
太郎右衛門 4.26 2 3 3 牛 l 1.973 
孫兵衛 1.10 l 2 3 2 中 l 1.457 
』ま る ヲ 2 1 1 1.457 
消兵衛 1.15 2 2 2 1.419 
市1e.衛門 ? l 2 2 1 1.246 
長右衛門 1.23 2 3 2 1.077 第夫婦同居
仁 左街門 1.10 l 2 3 1 牛l 895 
太兵衛 2.26 l 2 4 2 798 
四 平 2.00 4 3 牛 l 2.338 
助右衛門 4.03 4 1 2.597 
仁 兵衛 5.09 4 1 1.311 
太郎兵衛 ワ 1 2 2 1.074 
長左衛門 2.00 2 1 716 
'l 兵 制旨 ヲ 1 2 3 701 
孫太夫 ヲ 1 3 1 589 
C 三 右衛門 2.04 1 1 3 3 486 
角右衛門 24 1 1 417 
六太夫 ヲ 1 1 4∞ 
市i郎兵衛 1.27 3 1 392 
久右衛門 2.25 1 266 皆屋敷
又兵衛 ? 3 3 120 
六左衛門 ? 1 3 16 
次郎吉 1.25 (家一軒〉 6.381 大坂に奉公中
平四郎 ? {家一軒〉 ヲ 6.676 
角 左 術門 15 〈家一瞬) 1 3 557 
』喜兵衛 〈庄兵衛屋敷ノ内一所ニ居申候) ヲ 5 1 669 
天沢寺円心 1.15 ヲ 2 4.256 
九平羽町 2.06 ? ヲ 2.593 
穆左衛 門 九兵衛借地 2 3 2 5 
太郎平衛 清左衛門借地 2 2 3 
係友衛門 孫右衛門借地 (家一軒) 2 1 























































































































































年ト八才 女こしも 年十四才 つく


















ではAが105坪， 8が58坪， Cが59坪， Dが53tf，本家平
均面積はAが14.7坪， 8が11.6坪， Cが9.27坪， Dが8.4
坪になる。いっぽう慶応4年の害き上げでは，総数回世














































































~占 I 48 
喜{j徐J門 ， 22.5 
長兵衛 70 
庄助 1 40 
忠五郎 30
甚右衛門 72 
又:郎 I 80 
長次郎 I 120 
善兵衛 I 80 
忠兵衛 I 40 
圧治郎 1 40 
平四郎 1 30 
嘉噴郎 I 80 
久ム郎 I 80 
善 li!1li 1 21 
清治郎 30
武右衛r'l 1 63 
長九郎 I 48 
I ，一喜八郎 I 100 
!兵右衛門 I 80 
平兵衛 I 80 
嘉兵衛 I 80 
金右衛門 70 
清八 50







































































































(坪数) 地主名目IJ 本家(坪) 隠居(坪) 土蔵数 小屋数 牛
彦兵衛 100 21 座敷 7 3 2 25.5 1 庄屋
佐兵衛 10 15 2 4 26.42 
金十郎 156 18 2 2 26.0倒
弥右衛門 70 15 2 l 15.439 l 年寄
圧右衛門 200 13.5 3.75 2 1 25.619 l 百姓代
甚四郎 80 16.5 1 2 11.399 
小 三 郎 80 15 l 2 12.508 1 
庄兵衛 70 13.75 I 2 11.529 1 
A 甚兵衛 70 13.5 l 2 9.857 1 
久 三 郎 90 16.5 1 1 9.837 1 
伊兵衛 80 16.5 1 1 14.663 1 百姓代
久四郎 80 16.5 I 7.427 l 
久次郎 10 15 1 13.284 百姓代
小兵衛 10 15 6 1 I 12.732 
武 助 100 9 1 6.3 
甚 蔵 60 6 1 l 3.629 
喜兵衛 42 6 1 1.4 
新次郎 48 16.5 1 4.99 
作 蔵 70 10 2.487 
忠五郎 30 6 1 2.273 
甚 三 郎 72 16.5 5.946 
新 三 郎 120 13.75 1 5.387 1 
長九郎 48 13.5 1 6.746 
久吉 80 13.5 l 7.762 l 
B 庄十郎 40 13.5 2.749 
皆、兵衛 40 13.5 l 1.02 l 
久五郎 80 12 1 5.073 l 
清五郎 30 12 1.173 
庄三郎 35 12 l 0.529 
松之助 63 10 4.977 
藤 七 30 7 1.737 
喜八郎 100 6 0.861 
善右衛門 21 6 1.26 
書 蔵 80 13.5 1.987 
嘉重郎 回 12 2.318 
弥 三 郎 70 10.5 1.45 
金右衛門 70 10 1.99 
儀 助 56 10 2.12 
庄 助 40 6 0.22 
C 源 七 27.5 12 。
消 jへ 50 8 1.38 
兵右衛門 80 16.5 4.084 
松 =Ek コ 70 13.5 2.601 
宗三郎 40 12 0.25 
喜右衛門 22.5 10.5 0.2 
要 助 10 7.5 。
普 七 30 6 1.437 
次 三 郎 30 6 0.49 
尼恵海 30 13.5 1.34 
平三郎 30 彦三郎 13.5 。
平四郎 80 彦兵衛 15 1.26 
喜 三 郎 56 彦兵衛 8.75 1.06 
喜平次 2 小 三郎 12 。
D 文次郎 30 佐兵衛 8.75 。
忠次郎 50 弥右衛門 7.5 0.1 
忠 ム/， 20 彦兵衛 7 1.654 
喜四郎 20 弥右衛門 7 。




























































































































































































1楢 5(1755) 1草小まへ轡 | |南はら僧
:主瞬6(1756) Jtはら闘
玄暦 7(1757) 

























































69 k} (1961)。なお西山01:. rrI本のすまいmJ勤
ネS反(1980)によると， 1953年調査の奈良以宇野
村の階肘別のw_敷構えが紹介されている。

















TIle purpose of this paper is to consider the housing situation， f100r space， plantype， structure， inthe early modern 
hmes. 
The contents are as follows. 
1) The housing situation of Kizu・MuraviIlage， Settsu province， inthe close 17th century. 
2)τ'he housing situation of Okazaki・Muravillage， Yamashiro province， inthe miふ19thcen tury . 
3)百lehousing situation of Ohono・Muravillage， Yamashiro province， inthe latter 19th century. 
4) The organization of farmhouse and housing management system. 
(10 ) 
